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柴田固弘先生の略歴と主要業績
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山口県に生まれる
山口大学経済学部入学
同上卒業
京都大学大学院経済学研究科入学
同上修了
山口大学経済学部講師（日本経済論担当）
金沢大学法文学部講師（国際経済論担当）
同上助教授（同上）
同上教授（同上）
金沢大学定年退官
－２６７－
(研究業績）
〔共著〕
近代的開発理論の諸類型~その＝ヌルクセとシンガー
松井清編『後進国開発理論の研究」所収有斐閣
外資輸入と海外投資
松井清編『近代日本貿易史第二巻』所収
（京都大学総合経済研究所叢書13）有斐閣
均整成長と不均整成長について
小野一郎・行沢健三・吉信粛編『世界経済と帝国主義』所収
（松井清教授還暦記念論文集）有斐閣
1957年
1961年
1973年
〔論文〕
Ｍ、ドッブの後進国開発理論の検討
山口経済学雑誌13(1)1962年５月
グンター・コールマイの国際価値論について
金沢大学法文学部論集経済学編1５1968年３月
貿易と利潤率について（石井教授退官記念号）
金沢大学経済論集1０．１１1973年３月
貿易利潤と一般的利潤率一署侈品部門と生産価格
金沢大学法文学部論集経済学編2２1975年８月
貿易利潤と一般的利潤率一価値額をめぐるリカードとマルクス
金沢大学法文学部論集経済学編2３1976年
貿易と利潤率にかんするノートー名和統一氏の見解について
金沢大学経済論集1４1977年３月
貿易利潤と一般的利潤率一木下’悦二氏の見解について
金沢大学経済論集1４1977年３月
貿易利潤と一般的利潤率一吉村正晴氏の見解について
金沢大学法文学部論集経済学編2４1977年
貿易の超過利潤実現のメカニズムについて
－２６８－
金沢大学経済論集１５
貿易の超過利潤の本質と源泉と作用について
金沢大学法文学部論集経済学編２５
貿易の超過利潤と特別剰余価値（安藤次郎教授退官記念号）
金沢大学経済論集１６
諸国における貨幣の価値とその変動について
金沢大学法文学部論集経済学編２６
貿易の超過利潤と一般的利潤率一後進国の場合
（松井春雄先生追悼記念号）
金沢大学経済論集１７
富国による貧国の搾取について（経済学部創設記念号）
金沢大学経済学部論集１
貿易の超過利潤の源泉について
金沢大学経済論集１８
価値法則の国際的適用－１－
金沢大学経済学部論集２(1)
価値法則の国際的適用－２－
金沢大学経済学部論集２(2)
賃金の国民的相違について
金沢大学経済学部論集12(1)
貨幣価値・国際的価値・国民的価値
金沢大学経済学部論集16(2)
貨幣価値の国民的相違
金沢大学経済学部論集17(1)
1978年３月
1978年
1979年３月
1979年
1980年３月
1981年１月
1981年３月
1981年10月
1982年３月
1991年12月
1996年３月
1997年３月
〔翻訳〕
マックス・ヴェーバー箸『取引所』（中村貞二との共訳）
（Maxweber,Ｄ”Ｂ伽ｅｉｎＧｅｓａ沈加e"ｅＡｚ４/7力沈Ｂ２"γ
Ｓ砿勿ﾉﾛｇｉＣ〃"ａＳｏｚｍゆｏＪｊｊｊＡ,Tiibingen，1924）
－２６９－
山口経済学雑誌1６（4/6）1966年３月
〔社会科学ゼミナール42〕未来社1968年
マックス・ヴェーバー『定期取引の技術的機能」（中村貞二との共訳）
（Maxweder,“DietechnischeFunktiondes
Terminhandels,''ＤＣ"jsc〃ん畑ｊｅ"Ｚｂ伽,ZgHrsg,von
PLaband，Ｍ・StengleinundHStaub，1896）
山口経済学雑誌17(2)1966年７月
グンター・コールマイ「マルクスの国際価値論」
（GunterKohlmey."Problemederpolitischen
Okonomie,'，ルノbγb"cﾉＭｂｓ〃ｓｊｊ〃s／iiJγ
Wiiγtscﾉi城sz(ﾉﾉＷ"Scﾉｶ峨刎Ｂｄ､5,1962）
「前半を訳載」金沢大学経済論集７1972年３月
「後半を訳載」金沢大学法文学部論集経済学編1８1972年３月
カール・カウツキー箸『貿易政策と社会民主主義』
（KarlKautsky,HZz"ぬjSPo伽ﾉＭ"ｄＳｏｚｍ肱沈ＯＣＭ必１９１１）
金沢大学法文学部論集経済学編1９1973年10月
金沢大学法文学部論集経済学編2４1977年
〔書評その他〕
書評海津和郎箸『日本の貿易思想」
東亜経済研究37(2)
コメント中川信義「石油価格と国際価値論」
国際経済（35）
1963年７月
1984年９月
－２７０－
